
会 議 録 

 

１ 会議の名称  富士川町介護保険運営協議会 

         富士川町地域包括支援センター運営協議会 

         （合同会議） 

 

２ 会議日時   平成 29年 10月 31日（火）午後 7時 30分から午後 8時 30分 

 

３ 開催場所   保健福祉支援センター １階保健指導室 

 

４ 出席者    委員１３名（欠席者２名） 事務局関係者８名 傍聴者０名 

 

５ 議題     介護保険事業状況報告について 

         第６期介護保険事業計画の評価について 

         第７期介護保険事業計画について 

 

６ 運営協議会内容 

  ① 開会 

  ② 会長あいさつ 

  ③ 議事 

    (１) 介護保険事業状況報告について 

    (２) 第６期介護保険事業計画の評価について 

    (３) 第７期介護保険事業計画について 

    (４) その他 

  ④ その他 

  ⑤ 閉会 

 

７ 発言の内容 

 

  会長あいさつ 

 

  議事 

  （１）介護保険事業状況報告について 

     事務局より説明 

  ＜（１）についての質疑応答＞ 

  委 員：介護保険料が不納欠損になるとサービスが利用できなくなるのか。 



  事務局：利用はできるが、本来の自己負担額が１、２割のところが３割になる

などペナルティのようなものがある。 

 

  （２） 第６期介護保険事業計画の評価について 

      事務局より説明 

  ＜（２）についての質疑応答＞ 

  委 員：介護報酬の改定により介護の質の低下などの話はないか。 

 

  事務局：特に苦情は受けていない。むしろ事業所の方が今までと同じようにや

っても減収になり、定員いっぱいにしないとやっていけないような状

況になっていると聞いている。 

 

  （３） 第７期介護保険事業計画について 

      事務局より説明 

  ＜（３）についての質疑応答＞ 

  委 員：７期計画に入る数値は、これから高齢者になりうる人を含めた推計値

と考えていいか。 

 

  事務局：介護計画は団塊の世代が後期高齢者になる２０２５年を見据えての計

画のため、質問のとおりの推計値となる。 

 

  （４） その他 

  ＜（４）についての質疑応答＞ 

  委 員：ケアマネジャーが集まるいきいきネットでは、こんな町になってほし

いという意見を出し合った。「50代から予防への意識を持つ」「認知症

の方が増えていく中で地域のネットワークづくりを」「フォレストモー

ルの活用」「認知症があっても家族が付き添いをしないで安心して入院

できるような病院」このような意見が出ているので、少しでも今後の

町づくりの役に立てばと思う。 

 

  委 員：介護保険料の徴収について、本町の人ではないが、本来であれば払え

るが納めていないという人がいる。納めたくないのではなく家族の問

題で払えないということ。誰が払っていないか等がわかるのは町のみ。

そういった特殊性を活かして、早めに動いて話を聞くなど今後のため

の対応をしてもらえると助かる。 

 



  事務局：課全体で夜間に訪問を行っている。日中にも担当が訪問している。中

には話を聞くと保険料を払う前に生活のことを考えなければという人

もいる。困ったことがあったら福祉保健課へ連絡をといったチラシを

置いてきている。早め早めの対応をしていきたい。 

 

以上 


